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登録市民モデル
田形ジョナタン君

ど
う
し
て
義
務
に
？

住宅火災の死亡要因として最も多いのが「逃げ遅れ」です。主に深夜の就
寝時間帯に、火災の発生に気付かず起こった惨事と考えられています。

少しでも早く避難できていれば、救われた命もあるはずです。
　

　特に火災の恐ろしさは煙にあります。煙により呼吸を妨げられるだけで

なく、視界を奪われてしまい、避難が困難になることで「死」につながります。
煙にいち早く気付き、「逃げ遅れ」を回避するために住宅用火災警報器が義務
化されました。

　

住
宅
火
災
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ

う
と
、
登
録
市
民
モ
デ
ル
の
田
形
ジ
ュ

ニ
オ
ル
君
と
田
形
ジ
ョ
ナ
タ
ン
君
が
、

防
災
セ
ン
タ
ー
で
煙
避
難
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

煙
か
ら
身
を
守
る
低
い
姿
勢
、
煙
を

吸
い
込
ま
な
い
方
法
を
学
び
、
暗
く
煙

が
充
満
し
た
部
屋
の
中
へ
。
真
っ
白
な

煙
で
前
が
見
通
せ
な
い
中
を
壁
伝
い
に

進
み
、
誘
導
灯
を
目
印
に
ゆ
っ
く
り
と

出
口
を
目
指
し
ま
す
。
入
室
時
、
少
し

不
安
な
様
子
で
し
た
が
、
落
ち
着
い
た

動
き
で
避
難
。
数
分
後
に
無
事
出
口
へ

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
２
人
は
、「
前
が
見

え
づ
ら
く
、
口
元
を
押
さ
え
る
の
で
呼

吸
が
苦
し
い
。
避
難
す
る
た
め
に
低
い

姿
勢
を
続
け
て
足
が
疲
れ
た
」
と
煙
避

難
の
難
し
さ
を
実
感
。
体
験
を
見
守
っ

た
消
防
隊
員
は
「
火
災
に
気
付
い
た
ら
、

冷
静
に
煙
か
ら
避
難
し
て
ほ
し
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　　

今
回
利
用
し
た
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、

災
害
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
施

設
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
普
及
に
向
け
た
消
防
本
部
の

取
り
組
み
、
安
全
に

使
用
す
る
た
め
の
点

検
方
法
を
紹
介
し
ま

す
。

防災センター HP

登録市民モデル
田形ジュニオル君

　住宅火災による死者数の増加や、高齢化を背景に、
平成 23 年６月に全国すべての住宅を対象に、住宅
用火災警報器の設置が義務化されています。長く使
用した住宅用火災警報器は、経年劣化も考えられま
す。設置から 10 年を目安に取り換えましょう。

つけていますか？
住宅用火災警報器
-家族を守る見張り役-

消防本部予防課　　☎ 65-1342　　 34-1189　　　

ほのお
特
集

煙避難体験
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　新居浜市消防本部では、毎年４月から６月の間に、市内の住
宅を約 100 件巡回し、住宅用火災警報器の設置状況調査を実
施しています。また、春と秋の火災予防週間中に消防団による
住宅の防火診断も行います。
　希望があれば家の中に入って、プロの目で安全を確認するこ
ともできます。皆さんのお住まいに消防関係者が来た際には、
ご協力よろしくお願いします。

　BFC 活動とは、少年期から火災予防に対する関心を持って
もらうことを目的としたクラブ活動です。クラブ員は小学校３
年生を対象に編成されており、火災予防の方法を勉強し、地域
や家族に火災予防の大切さを広める活動を行っています。消防

署見学、消火訓練・救急訓練などさまざまな活動を通じて知識

の習得を図っています。

➊
今
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
あ
か
が
ね
ポ
イ
ン
ト
の

加
盟
店
を
利
用
し
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
更
新
や
購
入
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

更
新
や
購
入
を
考
え
て
い
る
人
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

➋
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
不
適
正

な
価
格
・
無
理
強
い
販
売
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

公
的
機
関
の
職
員
が
一
般
家
庭

を
訪
問
し
、
消
火
器
や
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
企
業

に
販
売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

消防本部の取り組み紹介（住宅用火災警報器普及啓発活動）

今
年
度
の
愛
媛
県
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
設
置

率
は
、
全
国
で
34
位
（
78
・
８
％
）

と
、低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

数
字
で
見
る
住
宅

火
災

住
宅
火
災
の
死
者
の
う

ち
、
約
７
割
が
65
歳
以

上
の
高
齢
の
人
で
す
。
体
が
動
き

に
く
く
な
り
、
逃
げ
遅
れ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
早
く
火
災
に
気
付
き
、

避
難
で
き
れ
ば
助
か
っ
た
命
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一般住宅などへの防火査察

BFC（Boys and Girls Fire Club）活動

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
お
知
ら
せ

加盟店

さ
ら
に
、
新
居
浜
市
の

設
置
率
（
76
％
）
は
、

全
国
の
平
均
設
置
率
（
82
・
６
％
）

と
比
べ
て
、
約
６
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
ま
す
。

　

家
族
、
友
人
、
近
所
の
人
な
ど

で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
付
け

て
い
な
い
人
が
い
れ
ば
設
置
を
促

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
一
人
で
も
多
く
の
「
命
」
を

救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

% 位 歳76 34 65
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特   集　ほのお　

な
ぜ
誤
作
動
が
起
き
る
の
？

　

火
災
以
外
で
は
こ
の
よ
う
な
場

合
に
誤
報
が
発
生
し
ま
す
。
慌
て

ず
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

・
殺
虫
剤
や
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
が

　

か
か
っ
た
場
合

・
調
理
の
煙
や
、水
蒸
気
が
か
か
っ

　

た
場
合

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
故
障
、

　

不
良
の
場
合

消
防
署
か
ら
の
お
願
い
！

　

近
年
、
誤
作
動
や
故
障
に
よ
る

問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
点
検
や
お
手
入
れ
を
定
期

的
に
行
い
誤
作
動
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

警
報
器
の
経
年
劣
化
も
あ
る
の

で
、
約
10
年
で
買
い
な
お
す
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
さ
ま

　

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
点

　

検
や
お
手
入
れ
に
関
し
て
、
付

　

属
の
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

　警報停止ボタン（点検ボタン）を
押すか、本体横から垂れているひも
を引く。

　掃除機でホコリやクモの巣などを
きれいに除去する。

　掃除機でとれないホコリなどは、
布を水または中性洗剤を溶いた水に
浸し、充分に絞って拭き取る。

　住宅用火災警報器を設置面に軽く
押し付けながら、左に回し取り外す。

（取り付けベースは設置面に残す）。

　電池とコネクタがしっかり取り付
けられているか確認する。

　警報音やテスト音が鳴り、表示灯
が点灯。警報停止ボタン（点検ボタ
ン）を押すか、　一定時間経過後、自
然に止まる。

火
災
の
場
合

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
音
が
鳴

り
だ
し
た
ら
、
ま
ず
は
音
が
鳴
っ

て
い
る
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
本
当
に
火
事
な
の
か
、
も
し

火
事
な
ら
、
初
期
消
火
と
す
ぐ
に

119
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

誤
作
動
の
場
合

　

警
報
停
止
ボ
タ
ン
（
点
検
ボ
タ

ン
）
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
一
定

時
間
経
過
後
も
鳴
り
や
ま
な
い
場

合
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取

り
外
し
、
内
部
の
白
い
コ
ネ
ク
タ

を
外
す
と
音
が
止
ま
り
ま
す
。
な

お
、
停
止
後
は
必
ず
元
の
状
態
に

戻
し
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
症
状
が

続
く
場
合
は
、
住
宅
用
火
災
警

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
方
法

定期的なお手入れを行いましょう。

上記の点検動作を行っても作動しない場合、次の方法で確認する。

音
が
鳴
っ
た
時
は
？

報
器
を
新
し
い
も
の
に
更
新
し
ま

し
ょ
う
。

点検方法

　白いコネクタを外すと音が止ま
ります。
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【
タ
テ
の
か
ぎ
】

ア
　
今
治
市
と
尾
道
市
を
結
ぶ
自
動
車
専
用

　
　
道
路

イ
　
高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
に
あ
る
島

ウ
　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
原
作
の
童
謡
。

　
　「
〇
〇
〇
〇
　
　
ア
ヒ
ル
の
子
」

エ
　
別
子
銅
山
や
太
鼓
祭
り
が
有
名
な
わ
が

　
　
町 

オ
　
雌
牛
や
乳
牛
を
英
語
で
言
う
と
？

カ
　
外
部
に
知
ら
さ
な
い
こ
と
。
内
々
の
事

　
　
情

キ
　
歩
行
や
体
を
支
え
る
の
に
用
い
る
部
位

ク
　
貸
借
し
た
金
銭
に
対
し
て
あ
る
一
定
利

　
　
率
で
支
払
わ
れ
る
対
価

ケ
　
飼
い
な
ら
し
た
鵜
を
使
っ
て
ア
ユ
な
ど

　
　
を
獲
る
伝
統
的
な
漁
法
。
大
洲
市
の
　

　
　
伝
統
行
事

コ
　
衣
服
や
靴
な
ど
に
止
め
具
と
し
て
使
用

　
　
さ
れ
る
服
装
飾

【ヨコのかぎ】
１　火を消すこと
２　表面がごつごつした巨大な石
３　動物の聴覚器官
４　新居浜市の東に位置する。四国中央市〇〇町
５　小魚を煮て干した水産加工品
６　会の進行をつかさどること。また、その役
７　残ったもの。割り算で割り切れずに残った数
８　伸縮するはしごをつけた消防車
９　カニの身と野菜を卵にまぜて仕上げた中国料理
10　サケやマスなどの魚卵

消防クロスワードパズル
　Ａ～ I の文字を並べると答えが出てきます。
正解者の中から抽選で粗品を贈呈します。なお、
当選者の発表は発送をもって代えさせていただ
きます。

▶賞品　住宅用火災警報器（10 人）
▶応募方法　はがきに①クイズの答え②郵便番
　号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号⑦消防に関
　する意見などを記入の上、次の宛先へ。
　〒 792 ‐ 8585　
　消防本部予防課　消防クロスワードクイズ係
▶締め切り　12月 7日㈪（当日消印有効）
問予防課　☎ 65-1342

ア    １
　

ケ　 
G

イ エ　  5 コ 　
H 

　 　

　  ２
B

　   

３ ウ 　  
　

カ

９
Ａ

 　  ６
E

オ　　

10
　    

   I

４
       

キ　７ D    
　　 

ク　　
F

　   
　     ８
C

   

期
間　

11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰

防
火
標
語

　
「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
メ
ダ
ル
」

い
の
ち
を
守
る 
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

　

位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、
必

　

ず
火
を
消
す

〈
４
つ
の
対
策
〉

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

　

報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

　

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

　

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

　

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

特   集　ほのお　

火
災
に
遭
遇
し
た
ら
、

ど
う
す
れ
ば
？

消
火
の
鍵
は
　「
初
期
消
火
」

避
難
の
目
印
「
誘
導
灯
」

　

誘
導
灯
に
は
通
路
誘
導
灯
と
避
難
口
誘

導
灯
が
あ
り
ま
す
。
火
災
の
時
は
、
誘
導

灯
を
目
印
に
逃
げ
る
と
安
全
に
屋
外
へ
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

建
物
に
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら

注
意
し
て
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

避難口誘導灯

通路誘導灯

　

消
火
器
は
火
災
の
初
期
消
火
に
役
立
つ

道
具
で
す
。
使
用
の
際
は
、
３
つ
の
動

➋
ホ
ー
ス

を
構
え
る

➊
黄
色
の

ピ
ン
を
抜
く

➌
レ
バ
ー

を
握
る

作
（
写
真
）

と
３
つ
の
注

意
を
守
っ
て

使
い
ま
し
ょ

う
。

【
３
つ
の
注

意
】
①
「
火

事
だ
」
と
大

声
を
出
す 

②

逃
げ
道
の
確

保 

③
火
の
根

元
を
狙
う

逃げる方向を
示しているよ‼

出入口に設置
しているよ‼

秋
の　火

災
予
防
運
動
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